
（4） 2012.　9.　11凡例　対対象　日日時　場会場　内内容　講講師　定定員　費費用　申申し込み　問問い合わせ

産
業
観
光
課
辺辺
７
２
４
・
２
１
２

８
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
９
６

１
５

公
園
ス
タ
ッ
フ
が
案
内
す
る
長
池

・
小
山
内
裏
公
園

ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク

日
　
月
　
日
（
土
）
午
前
９
時
　

１０

１３

３０

分
～
午
後
３
時
ご
ろ
、
集
合
は
京

王
相
模
原
線
京
王
堀
之
内
駅
改
札

口
前
（
小
雨
実
施
）

コ
ー
ス
せ
せ
ら
ぎ
緑
道
～
長
池
公

園
（
長
池
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

・
水
車
小
屋
・
夕
日
展
望
台
等
）

～
小
山
内
裏
公
園
（
里
山
広
場
・

鮎
の
道
等
）
～
尾
根
緑
道
～
ア
レ

サ
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
　
ま
ち
だ
テ

IN

ク
ノ
パ
ー
ク
（
行
程
約
７
㎞
）

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

３５
費
１
５
０
０
円
（
弁
当
代
、
保
険

料
等
）

申
参
加
者
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
電
話
番
号
・
年
齢
・
性
別

を
明
記
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
町
田
ツ
ー

リ
ス
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
返
８
５
０

・
９
３
１
２
）
へ
。
町
田
市
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://www.machida-gu

                     i  

de.or.j

       p  ）
で
申
し
込
み
も
可
。

問
町
田
ツ
ー
リ
ス
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

辺辺
８
５
０
・
９
３
１
１
（
受
付
時

間
＝
午
前
　
時
～
午
後
７
時
）、

１０

町
田
市
産
業
観
光
課
辺辺
７
２
４
・

２
１
２
８
返
０
５
０
・
３
１
０
１

・
９
６
１
５

 秋
号
を
発
行
し
ま
し
た

地
域
情
報
誌「
ま
ち
び
と
」

　
秋
号
の
特
集
は
、「
ま
ち
だ
の

芸
術
と
文
化
　
ア
ー
ト
で
地
域
活

動
」
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
介
護
予

防
を
テ
ー
マ
に
活
動
す
る
団
体

や
、
市
内
で
初
め
て
東
京
防
災
隣

組
に
認
定
さ
れ
た
、
自
主
防
災
組

織
の
取
り
組
み
、
金
井
町
の
歴
史

を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
な
ど
を
紹
介
し

ま
す
。

※
「
ま
ち
び
と
」
は
、
希
望
す
る

町
内
会
・
自
治
会
を
通
し
て
の
戸

別
配
布
や
回
覧
を
中
心
に
、
公
共

施
設
の
窓
口
、
待
合
室
の
あ
る
郵

便
局
・
農
協
・
病
院
・
美
容
院
等

で
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
市
民
協
働
推
進
課
辺辺
７
２
４
・

４
３
６
２
返
０
５
０
・
３
０
８
５

・
６
５
１
７

決
算
審
査
意
見
書
等
が

提
出
さ
れ
ま
し
た

　
８
月
　
日
に
「
平
成
　
年
度
町

２１

２３

田
市
一
般
会
計
・
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
及
び
町
田
市
各
基
金
の

運
用
状
況
審
査
意
見
書
」
と
「
平

成
　
年
度
町
田
市
病
院
事
業
会
計

２３
決
算
審
査
意
見
書
」
が
、
監
査
委

員
か
ら
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
　
ま
た
、「
平
成
　
年
度
町
田
市

２３

健
全
化
判
断
比
率
等
審
査
意
見

書
」
と
「
２
０
１
２
年
度
第
１
回

定
期
監
査
結
果
報
告
書
」
も
同
日

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
意
見
書
等
は
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
市
の
監

査
）、
各
市
立
図
書
館
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

問
監
査
事
務
局
辺辺
７
２
４
・
２
５

４
７
返
０
５
０
・
３
１
６
１
・
７

６
６
２

調
査
に
ご
協
力
下
さ
い

就
業
構
造
基
本
調
査

　
就
業
構
造
基
本
調
査
は
、
統
計

法
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
国
の

重
要
な
調
査
で
す
。
調
査
結
果

は
、
雇
用
政
策
や
経
済
政
策
を
立

案
す
る
際
の
基
礎
資
料
と
し
て
利

用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
対
象
地
区
の
方
に
は
、
既

に
ご
案
内
の
チ
ラ
シ
を
お
配
り
し

て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
っ
た
世
帯
の
方
に

は
、
９
月
下
旬
ま
で
に
調
査
員
が

訪
問
し
、
調
査
票
を
お
配
り
し
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
員
は
写
真
付
き
の
「
統
計

調
査
員
証
」
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。

問
市
政
情
報
課
辺辺
７
２
４
・
２
１

０
６
返
０
５
０
・
３
０
８
５
・
３

１
４
２

  い
ざ
鎌
倉
外
町
田
か
ら
鎌
倉
へ

ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
ツ
ア
ー

　
鎌
倉
街
道
上
道
の
境
川
ル
ー

ト
、
街
道
沿
い
の
社
寺
・
史
跡
を

訪
ね
、
在
郷
の
源
平
武
者
の
人
生

を
辿
り
ま
す
。

日
①
　
月
　
日
（
土
）
午
前
９
時

１０

２７

　
分
～
午
後
３
時
②
　
月
　
日

３０

１１

１０

（
土
）
午
前
　
時
～
午
後
３
時
③

１０

　
月
１
日
（
土
）
午
前
９
時
　
分

１２

３０

～
午
後
３
時
④
　
月
　
日
（
土
）

１２

１５

午
前
９
時
～
午
後
３
時
　
分
３０

コ
ー
ス
①
町
田
天
満
宮
～
相
鉄
線

瀬
谷
駅
②
西
福
寺
（
横
浜
市
瀬
谷

区
）
～
相
鉄
い
ず
み
野
線
ゆ
め
が

丘
駅
③
東
泉
寺
（
横
浜
市
泉
区
）

～
久
成
寺
前
バ
ス
停
（
藤
沢
市
）

ご
参
加
を

ご
参
加
を

ご
参
加
を

④
村
岡
城
址
公
園
（
藤
沢
市
）
～

鶴
岡
八
幡
宮
（
鎌
倉
市
）

※
い
ず
れ
も
小
雨
実
施
で
す
（
中

止
の
場
合
は
翌
日
に
延
期
）。

※
い
ず
れ
も
健
脚
者
向
け
で
、
各

コ
ー
ス
と
も
約
　
㎞
～
　
㎞
を
歩

１１

１３

き
ま
す
。

定
各
　
人
（
申
し
込
み
順
、
全
コ

４０

ー
ス
参
加
者
に
は
記
念
品
を
贈

呈
）

費
各
１
２
０
０
円
（
保
険
料
・
資

料
代
等
、
昼
食
は
各
自
持
参
）

申
希
望
す
る
コ
ー
ス
名
（
複
数
の

申
し
込
み
可
）・
参
加
者
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号

・
年
齢
・
性
別
を
明
記
し
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
町
田
ツ
ー
リ
ス
ト
ギ
ャ
ラ
リ

ー（
返
８
５
０
・
９
３
１
２
）
へ
。

町
田
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://ww

         w  

.machida-guide.or.j

                   p  ）
で
申
し
込

み
も
可
。

問
町
田
ツ
ー
リ
ス
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

辺辺
８
５
０
・
９
３
１
１
（
受
付
時

間
＝
午
前
　
時
～
午
後
７
時
）、

１０

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

 　
９
月
　
日
の
敬
老
の
日
は
、　

１７

６５

歳
以
上
の
方
は
入
園
無
料
で
す
。

　
発
券
所
で
年
齢
の
分
か
る
証
明

書
を
提
示
し
て
下
さ
い
。

○
町
田
ダ
リ
ア
園

山
崎
町
１
２
１
３
―
１

辺辺
７
２
２
・
０
５
３
８

開
園
時
間
午
前
９
時
　
分
～
午
後

３０

４
時
　
分
（
入
園
は
午
後
４
時
ま

３０

で
）

○
町
田
リ
ス
園

金
井
７
３
３
―
１

辺辺
７
３
４
・
１
０
０
１

開
園
時
間
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

（
入
園
は
午
後
４
時
　
分
ま
で
）

３０

無
料
入
園
サ
ー
ビ
ス

ダ
リ
ア
園
・
リ
ス
園
へ

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

 　
大
き
な
お
風
呂
で
夏
の
疲
れ
を

癒
し
ま
せ
ん
か
。

　
町
田
浴
場
組
合
と
市
で
は
、
９

月
　
日
の
「
敬
老
の
日
」
に
、
市

１７ 市
内
の
お
風
呂
屋
さ

ん
で
入
浴
サ
ー
ビ
ス

内
の
お
風
呂
屋
さ
ん
（
公
衆
浴

場
）
で
、
市
内
在
住
の
　
歳
以
上

６５

の
方
を
対
象
に
無
料
入
浴
サ
ー
ビ

ス
を
行
い
ま
す
。

　
当
日
、
直
接
番
台
へ
お
申
し
出

下
さ
い
。

対
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
の
方

６５

日
９
月
　
日
（
祝
）
午
後
４
時
～

１７

　
時
１１【

対
象
の
公
衆
浴
場
】

○
金
森
湯
＝
金
森
１
１
７
７
―
１

（
辺辺
７
９
６
・
５
９
２
６
）

○
梅
の
湯
＝
森
野
４
―
７
―
　１３

（
辺辺
７
２
２
・
１
３
０
５
）

○
大
蔵
湯
＝
木
曽
町
５
２
２
（
辺辺

　
７
２
３
・
５
６
６
４
）

問
産
業
観
光
課
辺辺
７
２
４
・
２
１

２
９
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
９

６
１
５

敬老の日
いつまでもいつまでも
いきいきといきいきと

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

会場／定員／費用対象／日時講座名
生涯学習センター／４５人／
１０００円（学生５００円）

高校生以上の方／１０月６日（土）午前
１０時３０分～正午

地域においてサクセスフル・エイジング
を目指すためには？～Aging in Place

サレジオ工業高等専門学校／
２０人／５０００円（学生２５００円）

高校生以上の方／１０月６日、２０日、２７
日、いずれも土曜日午後１時～４時、全
３回

スマホで遊ぼう～Processingでつく
るAndroidプログラミング入門

東京家政学院大学町田キャン
パス／３０人／１０００円（学生５００
円）

高校生以上の方／１０月１３日（土）午前
９時３０分～１１時３０分地球環境の変化と南極海の生物資源

①②桜美林大学③相模女子大
学／１５人／９０００円

どなたでも／①１０月１３日（土）②１０月
２７日（土）、いずれも午後１時～４時
③１１月２４日（土）午前１０時～午後１時、
全３回

「食」へのこだわり～マイ器（うつわ）で
美味しく食べよう

ソレイユさがみ／２０人／２０００
円（学生１０００円）

大学生以上の方／１０月２０日、１１月３日、
１０日、いずれも土曜日午前１０時３０分～
正午、全３回

傾聴ボランティアの基本

相模女子大学／５０人／１０００円
（学生５００円）

大学生以上の方／１０月２１日（日）午後
１時～２時３０分

ちょっと待って外そのクスリはドーピ
ング？～うっかりドーピングにご用心
申講座案内パンフレット裏面の受講申込書に記入し、９月２７日まで（必着）に郵送、ＦＡＸまたはＥメールで
さがまちコンソーシアム事務局（〒２５２−０３０７、相模原市南区文京２−１−１、相模女子大学内、返７０３・８５３６
遍info@sagamachi.jp）へ。問同事務局辺辺７４７・９０３８、町田市生涯学習センター辺辺７２８・００７１

　学習講座を開講します。詳細は町田市・相模原市内の各センター、生涯学習センターなどで配布する講座案
内パンフレットをご覧下さい。いずれも抽選です。

日
９
月
　
日
（
日
）
か
ら
全
５
回

０

受
講
生
募
集
中

問
産
業
観
光
課
　
辺辺
７
２
４
・
２
１
２
９

町
田
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー

２０１２年度「さがまちコンソーシアム大学」　１０月講座

町
田
市
長

　

石
阪
丈
一

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
70

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
70

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
70

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
70

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
70

　
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す

が
、
朝
夕
は
、
少
し
暑
さ
が
和
ら

い
で
き
ま
し
た
。
真
光
寺
川
上
流

に
は
、
周
り
の
田
ん
ぼ
か
ら
稲
穂

の
か
ぐ
わ
し
い
香
り
が
流
れ
て
い

ま
す
。
空
が
高
く
な
り
、
空
気
の

透
明
感
が
増
し
て
い
ま
す
。

　
早
朝
、
広
袴
神
社
の
脇
か
ら
西

を
見
る
と
、
富
士
山
が
く
っ
き
り

見
え
、
三
つ
峠
山
や
滝
子
山
も
望

め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
南
へ

の
渡
り
の
途
中
と
思
わ
れ
る
、
サ

ン
シ
ョ
ウ
ク
イ
が
ピ
リ
リ
、
ピ
リ

リ
と
鳴
き
な
が
ら
上
空
を
飛
ん
で

い
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
先
月
末
に
、
東
京
都
市

長
会
の
研
修
で
、
宮
城
県
仙
台
市

と
女
川
町
に
出
張
し
ま
し
た
。
女

川
町
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
と
　２３

区
、
そ
し
て
多
摩
　
市
と
の
間

２６

で
、
震
災
が
れ
き
（
主
に
木
材
）

の
都
内
で
の
焼
却
処
理
の
協
定
を

台
市
で
は
３
月
　
日
の
地
震
と
１

１１

か
月
後
の
４
月
７
日
の
大
き
な
余

震
で
、
内
陸
部
で
市
民
の
住
宅
地

に
甚
大
な
被
害
が
出
て
い
る
こ
と

で
す
。

　
仙
台
市
長
の
説
明
で
は
、
仙
台

の
家
屋
被
害
で
は
、
津
波
に
よ
る

被
害
と
宅
地
の
崩
壊
に
よ
る
被
害

の
二
種
類
が
あ
り
、
宅
地
の
崩
壊

被
害
の
方
が
大
規
模
で
、
津
波
被

災
地
の
復
興
事
業
が
４
０
０
０
世

帯
に
対
し
て
、
宅
地
は
５
０
８
０

宅
地
に
及
ぶ
被
災
規
模
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
町
田
市
で
も
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
宅

地
に
つ
い
て
も
「
宅
地
防
災
、
減

災
」
の
取
り
組
み
の
具
体
化
が
必

要
だ
と
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

サンショウクイ（木版画　市長作）

昨
年
　
月
に
交
わ
し
ま
し
た
。
町

１１

田
市
で
も
　
月
に
受
け
入
れ
焼
却

１１

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
現
地
で
は
、
女
川
町
の
町
長
・

職
員
の
方
か
ら
説
明
を
受
け
、
搬

出
さ
れ
て
い
る
災
害
廃
棄
物
に
は

放
射
線
の
影
響
が
な
い
こ
と
を
再

確
認
し
ま
し
た
。
現
地
の
方
々
が

一
生
懸
命
に
手
選
別
し
た
燃
え
る

ご
み
を
、
３
月
か
ら
東
京
都
内
の

各
工
場
へ
搬
出
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
女
川
町
現
地
の
が
れ

き
の
山
は
、
依
然
と
し
て
町
全
体

に
山
積
み
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
津
波
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
多

く
の
報
道
も
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
実
情

の
一
端
は
市
民
の
皆

さ
ん
も
ご
存
じ
か
と

思
い
ま
す
。
し
か

し
、
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
の
が
、
仙

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡


